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1 研究目的

平L笛元年に発行された新 t,い学習指導馨額に基

つく小学校指導書 ・体育編、中学校指導書 ・保輝

体育編では、響動領域としての器械運動の特性を

次のように記述 tノてある。

小学校指導書 :

■韓IW彎11‡、マット、叢1捧 .押1了.″織洋F占11'I諄:、|

器具を使った i描 |:1挑み ,イ:オ1:■ヤl11.111

の楽しさや喜びを味イ1)うこ11ので薄ろ価 人、ギiな

揮動である。器械が動の特′眸は、 1村 |の達成を

目指す運動といえる5)。

■学校指導書 :

器締:凛動|ま、マット、鉄棒、平均台、誹び籍を

てった 「枝 |で構成されている運動で、名運動種

|]σ)1描 が円滑に.できる |こ とをねらいとtr、自

コの努力や工共によって、課題の津成に申 り組む

キト動である
(')。

ここで,まどちらも描、或いは証顧骨津威lfいう

■のが日指されている。すなわち何らか脅神や謬

でか l・・きる |こ とが、器械運動の重尋な事素な

のである。

1締葎動 な授業で操う場合 、だ|の特性の コI)と

lて 「て.Iろ ・できなtiが牛‐僣:」もわか|シマrオい

とし‐ヽFど ti上 |し1われる「 :そ lプて、諮(■目か

ら|)0な lない子こ■rl■ ●|:‐1■| ∵|■||■1

まズて翼1面挙liFア=:|■ 子}F rlI「彗精J覇 10

秘育li l而li tお`そ:ンする ,1りういう.|力t`一薔ξ的

ルJ、のなつではなし十二 ‐メI′■ザ1:′ll・:‐がりが|

士がったか上がれなかったか、跳び箱が跳べたか

跳べなかったかという、結果としての判断はでき

=か もしオtない,tか し iできるlや り方や経過

と,多様で左)り、更に 「できない」運動でも多 くの

段階かある。また、 「できる」 「できない」の判

断を下すのは主に教師であるか、教師が技をどの

1l il考え_,デザ|‖ギ,1「∴,I lfi‐(1で きる∫と申1宝

す。かは教師の持つそ白崚ご1批点ほよって変ね為

|::台「
.件がある.こ の様に書え′tい くと、そう単純

に 「できる |「できない 1脅判1断:を下すことはで

きなくなる。

本研究では、器械渾曇1にお↓I}る技が 「できる 1

と'し,うことσ)半ド榊1基準を明確にするための前提と

なる凛動縄1枠貿の仕方を明 らかにすることを目的

とする.

ll 械が :できる |力1はどfいいうことか

「できる 1という華には多くの奪味があイ)が、

1渾動が |と い■Fと:に限ポすると辞書から次の

■‐1)σキ鷲績が甲し,なギる。まず一船的、抽象的な

こ|「可能である |というもの、渾動が② 「作られ 1

「発生するJご と「、渾聯がOFぅ まく行 く」とい

う「'ルて,か:|・。

琴枯‐渾重11 r i幸)が |できる |ン い。った場合、91」|

声鱗で―用し,られ′́卜「11が真.しl.飢 捧のり.卜がわ:こ

lて も、ιl卜がこであ■て手‐_|.がオlないも働が ト

台|′1イ.Iう にテ}IIル ー1:I「「できキ 1ン|し,う。す
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シュタル トとして発生 したということである。し

かし③の意味での 「うまく行 く」というと少 し意

味が変わってくる。②の意味での技が 「できたJ

場合でも今までより 「うまく行った」からできた

のであるが、それは当然完全なできばえではなく、

更に良く 「できる」形態があるのである。そこで

もっと良く 「できた」時にまた 「うまく行つたJ

ということができる。つまり③の意味で 「できるJ

を考えると、技が習熟 していく過程において数多

くの 「できる」段階があるということになる。

また、け上が りが上がれない、すなわちまだ技と

して発生 していない段階であっても③の意味から

であれば 「できる」ということは可能である。1

つの技を行うためにはいくつかの技能が必要であ

り、その技能の 1つ は 1できる」が他の機能が身

についていないために、技全体としては |できな

い」場合がある。或いは、その足 りない技能を何

らかの方法で外から禰ってやると、技として |で

きる」ことが111‐

j11,II 11■il■‖||||'いて技が l ご`きる」=:1、

うこと|く上、 1‐)の区ぢJりを境に 1できる」 ||■|

ない」に2分 されるということではなく、との習

熟段階でも為 り得る、多 くの階喘性を持1■ている

のである。

ll: |(4きる」∽階層的把握のための諸認識

1。器械運豊ll:,t十■|

運動か一鹿|まと1まりを持った披 f́して |できる |

場合ilも多くの段階キ̀あることli llザlプ11 1「「ヤ

もぼひ判断基寸|」とこに求めれば良いのであろうか .

これは器械運動の技θ,特性から半J断できようc

器械運動の描は、マッ ト懲1勤「:伸1立やバランス

系の移グは ti:静止 Lて 技が成立するtIのを計|け

ば、他の移|ま勢いを使 3ヽ■ iう運動である。つま

り振動や反動、鋤士「)率ヽ1‐)や脚十11ギlll ξ:l111■

ifを`幕|1用して、でき4た ι千無通iメ111を使わ ■に行

うごとが目指そ|れる=鱗 1事i∫|||■ i:::ギIIF■キ111

1i力ゞりをIJ.ノ1摯合、ゆご).1キ111体を引薄上|デてすJ

うことは、協力養成の手段と|′ては有効であろう

が、鉄棒運動とし
｀
Fは全 く発韓=嘱卜ない場1さであ

り、反動や振動を使って勢いよく行う逆上がりの

方が 「うまく行った」逆上がりであると評価され

る。すなわち運動経過に経済性を求めているので

ある。

2.運 動経過における質の把握

運動経過の経済性を把握するためには、運動経

過に現れる諸徴表、すなわち運動質の把握が必要

となる。

マイネルは運動質を評価するための運動経過 に

おける本質的諸徴表を次のようなカテゴリーに分

けている3)。

a,図 形的諸徴表 :空間 ・時間的構造、運動

調和

b)力 動的諸徴表 :運動 リズム、運動の流動 、

運動の弾性、

運動の伝導

c)心 理的立場からの諸徴表 :運動の正確さ、

運動の先取り

陸上競技などのように距離や時間を測定 して、

すなわち量的な民度で避J技 能の多 `fを評価する

種♭1以,上に運動経過そのものの評価、すなわち運

動負での言+lllbが恭械運動レ_は」1要でよる。繊って

遵勤箇の良合によっ■11こ きる」 |(さ ない」を

半J断つることか大ザ:になる,

[3.技 d)習熟過権d,11握

運動経j畳|.1おキハてi重動質た言f両 夕ふ 1ンは、モ

`1)技
の協調の農1含し

｀
、すなわち習熟過程の段財を

判断することである。マイネノしは澤動の習熟描程

社311の 棺相
Vご・夕えているc第 111相 としての輝

協調σj摯警、第it i掛|と してσ.精協調倦段階
1、

第

3111本鼻としてCLI安i.4ヒの軒:階で'あイ1・。

達彎1カl]falま とづ́りを持ったサ111芋1'Iメ
‐
Iず111‐

1´̀たI「かりの粗協調デ■1隔 で難、・舌轟菫カカ:1■ド・
ヽ■でなく十1経済な余分な軸きが多 く含まれてい

るc■ なか警デネ‐してより洗練されて<る と精協調

αl摯:にlT llり、含目許離:、蒻済| 1ヽな動きlこなlる。

更に安定:イ=θ〕段階ではせ動を意識 しなくて1,11:|

4■′‐c'自 曹ゴれ|ク,麟滑に,Iで違||′ 力「A It外

的環境から¢講轡t |ヽ:1111■ i再「1∵ずが摯 : ド哉l

l警 IC rま にIIン トロータl・できるよう::ンなるⅢ



技の習熟過程、すなわち 「できる」段階を運動

協調の良否として捉え(運 動モルフォロギーの視

点から見て評価することがその技を本質的な 「で

きる」ことへと導 くための前提となるであろう。

4.技 の発生以前の段階

運動がまとまりを持った基礎図式として成立 し

ていない、いわゆる 「できない」場合にもより細

かい階層の認識がなければならない。 「できる」

までに多 くのステップを作り、 「できない」レベ

｀
しにも多 くの段階があることを学習者に認識させ

ておかないと、負の評価のみ与えられることにな

り学習者の意欲を低下させることになる。

この 「できない」段階の練習としては、技を部

分に分けて練習する分習法や精助者を用いる方法、

或いは不足 した技能を補うために特殊な場を設定

する方法などがある。また、その技の構造的本質

を理解した上で、多 くの予備的な運動を課題とし

て提示することも有効である。しかし分習法を用

、た場合、分習されたそれぞれの部分を単純に組

み合わせただけで全体の技ができると考えるのは

手うである。1つ の技には全体としてまとまりを

■った運動構造があるので、部分を統合する際に

,ま技の全体構造を考えた上で行う必要がある。

更に器械運動の技には運動類縁性による技の系

三it体系があるので、ある1つ の技が次に発展す

こ技の予備技となり得る。たとえばマッ ト運動の
~桂

膝前転」を目標技として設定 した場合、その

事段階の技である 「前転」は重要な予備技となる。

実際の指導方法としては多 くのやり方があるが、

≡標とする技の構造や体系的知識からスモールス

テ ノプの目標を作り 「できる」段階を数多 く設定

することが望ましい。

▼ 技の解釈について

前章では技が 「できる」ことについて多 くの段

著があることについて述べた。この章では、技そ

こものの解釈の仕方によって 「できる」ことが変

わる可能性がある、という視点から、器械運動の

技の正 しい解釈に必要な考え方について述べてみ

千葉体育学研究 ,16,7-10,1993

-般 に器械運動の指導では、教師が技の運動経

過の細かい部分まで規定しそれに向かって指導を

進める場合が多い。すなわち技の 「かたち」を規

定 し、その 「かたち」に当てはめることができれ

ば 「できた」という評価を与えるというものであ

る。特にマット運動の技のような、技の発生がは

っきり捉えにくい場合にこういった指導がなされ

ることが多い。例えば前転はできるだけ体を丸め

てボール状にしなければいけないとか、開脚前転

は大きく脚を広げた方が良い実施であるとか、後

転を行う際には手を顔の両側に 「ウサギさんのよ

うに」構えて指先の方から手のひらをマットにつ

かなければいけないと言ったようなことである。

この様なことは技術的観点からは間違ったことで

あったり、技の課題性からは特に関係がなくどの

様に行っても良いことであったりする。むしろ、

細かな規定が本来の課題解決を難 しくしている可

能性もある。

すなわち、技が 「できる」ことの判定を正 しく

行うためには、その技の課題性や正 しい運動技術

などの諸情報から、技の本質を把握 していなけれ

ばならないのである。

V まとめ

器械運動において技が 「できる」ということに

は多くの階層があり、 「できる」ものとしての 1

つの固定された運動形態が存在することではない。

更に技が 「できる」ことを判断する場合には、ま

ず器械運動の特性を的確に捉え、その運動経過 に

おける質による評価が最優先されなければならな

い。そのためには運動の学習過程における諸位相

の徴表を把握 し、そこからの正 しい評価が必要 と

なる。また行われた結果として 「できない」場合

でも、その運動経過に不足 している技能を習得さ

せるための、前段階の予備運動を課題として与え

るとか、系統的に前の段階の技の習熟度の高める

などして、 「できる」段階を多 く設定することが

大切である。

またもう1つの 「できる」判断の視点として、

技の解釈が重要である。技の課題性や運動技術の
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正 しい認識がないと、 「できる」評価基準が根底    教育 9月 号。東京 ,大 修館書店,1982,p。14。

から変わってしまう可能性がある。         2)新 村出 編。広辞苑 第 2版 補訂版 。東京,岩

最後にこういった 「できる」解釈をした上で正    波書店 ,1979,p。1523.

しく技を評価するためには、教師の運動観察能力   3)マ イネル K。 (金子明友訳)。 スポーツ運動

や、運動経過における運動リズムなどの力動的な   学。東京 ,大 修館書店,1981,pp.153-154。

面を把握するための運動共感能力などが必要とな   4)上 掲書 。pp。374-375.

ることを付け加えておきたい。           5)文 部省 .小 学校指導書 体育編,1989,pe18。

6)文部省 .中 学校指導書 保健体育編 ,1989

〈引用 ・参考文献〉          p.19。

1)金子明友.「 できる子」と 「できない子」一そ

の技術論的考察、 特に指導に際して。体育科            (平 成4年 12月 10日 受付
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